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【表紙イラスト解説】

小胞体とゴルジ体を舞台とした亜鉛イオンに依存した
新たなタンパク質品質管理機構の分子構造基盤を確立

トランススケール構造生命科学分野の稲葉謙次教授らは、小胞体とゴルジ体における亜鉛イオンに依

存した全く新しいタンパク質品質管理機構を発見しました。このシステムでは、ゴルジ体でERp44がミ

スフォールドタンパク質を亜鉛依存的に捕まえ、小胞体に送り返します。シスゴルジ槽で亜鉛輸送体

ZnT7が亜鉛イオンを取り込み、 ERp44に渡すことも突き止めました。一方、小胞体では亜鉛イオン濃度

は低く保たれ、 ERp44は亜鉛とミスフォールドタンパク質を解離し、小胞体シャペロンの働きにより、

ミスフォールドタンパク質は立体構造修復を受けます。カーゴ受容体であるERGIC-53は、 ERp44とは逆

に、小胞体で分泌タンパク質を捕まえ、ゴルジ体へ輸送します。ゴルジ体において、 ERGIC-53は亜鉛イ

オン依存的にカーゴを解離することが示唆されました。さらに、クライオ電子顕微鏡により、 ZnT7およ

びERGIC-53の複数の状態の立体構造を高分解能で決定することにも成功し、小胞体とゴルジ体を舞台と

した亜鉛イオンに依存した新たなタンパク質品質管理機構の分子構造甚盤が確立されました。
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